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１．はじめに 

1992 年、68 年間続いた一党独裁の社会主義国家体

制から民主主義国家体制に移行した〔シネチレル（刷

新）：1990 年、ソ連のペレストロイカの影響を受けて

民主化したモンゴルでの呼称〕ことにより、生産・

生活環境が悪化した地方からの首都圏への移動、製

造業・加工業の衰退、失業者の急増、一部の富裕層

と多くの貧困層の所得格差の拡大、草地の劣化、生

態環境破壊的な鉱物資源採掘等、市場経済のマイナ

ス面の現象が著しい注 1）。加えて、近年ゾド（雪害）

やガン（干害）注2）などの自然災害の影響により首都

ウランバートルの人口増加は特に顕著である注 3）。そ

の受け皿は第二次世界大戦以降ソ連の主導により計

画・建設された都心部の「集合住宅地区」と都市周

縁部に無秩序に拡大する「定住ゲル地区」である注4）。

特に未計画な「定住ゲル地区」を良好な住宅地区と

して整備を進めていくことが課題として考えられて

いると同時にモンゴルが伝統的に有する固有の特性

注 5）を如何にして保持し、都市社会に展開していくこ

とができるかを導き出すことが重要と考えられる。 

筆者らは、遊牧民の環境負荷の極めて少ない生活

環境づくりに着目し、ウランバートル近郊に暮らす

遊牧民に対するアンケート調査を実施し、遊牧民の

生活意識・活動の傾向的特性を整理し、伝統的な遊

牧社会の中で育まれてきた環境負荷の少ない生活体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系と生活・コミュニティ意識の関係性について調

査・研究を展開してきた。 

本稿においては、遊牧民及び集合住宅居住者に対

する生活意識・活動実態等に関するアンケート調査

及びヒアリング調査を行い、それらの実証的データ

を基盤として遊牧民及び都市生活者（集合住宅居住

者）の生活環境、生活・コミュニティ活動等に関す

る意識特性を把握し、その比較・分析より伝統的な

遊牧社会の中で育まれてきた環境負荷の少ない生活

体系と生活・コミュニティ意識の関係性に関する基

礎的知見を得ることを目的としている。 

 

２．研究の方法 

本研究では先ず、ウランバートル近郊に暮らす遊

牧民を対象として、2006年8月に遊牧民の生活意識、

生活・コミュニティ活動等に関するアンケート調査

及びヒアリング調査を行った。遊牧民を対象とした

アンケート調査は、調査対象とした遊牧民世帯を直

接訪問し、調査の主旨を説明した上でアンケートを

配布（57 部）すると共に、回収についても配布と同

様に各世帯を直接訪問し回収（57 部）した。尚、ア

ンケート調査は各世帯を対象に 1 部ずつ配布し、世

帯主より回答を得た。調査を行った地点は図 2 に示

す通り、調査地ＡとＢであり、各々ウランバートル

から約 50 ㎞及び 80 ㎞圏域に位置している。 

次に、集合住宅居住者を対象として 2007 年 9 月に

生活意識、生活・コミュニティ活動等に関するアン

ケート調査を行った。居住者アンケートは世帯主を 
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図 1  ウランバートルの人口推移 

表 1  アンケート調査の概要 

調査地Ａ 調査地Ｂ 合計

配布数 28 29 57

回収数 28 29 57

回収率 100% 100% 100%

配布数

回収数

回収率 81.7%

遊牧民に対するアンケート調査

集合住宅居住者に対するアンケート調査
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対象に 120 部配布し、97 世帯より回答を得た。配布

及び回収は直接訪問により行った。調査対象とした

集合住宅は BAYANGOL 区 TUMUR ZAM （第 2号）地区で

あり、1979 年に竣工された平行型配置形態、住戸形

式は階段室型でレンガ造 5 階建て（総住戸数 240 戸）

である。設計及び施工共にソビエト連邦の国営会社

である。尚、詳細については図 3に示す通りである。 

 

３．調査結果 

３．１ 調査対象者の属性 

３．１．１ 家族構成及び年齢構成（図 4・図 5） 

家族構成に関して、平均家族人数では遊牧民が 5.4

人、集合住宅居住者が 4.1 人である注6）。遊牧民世帯

においては 5 人以上の割合が 59.6％を占め、集合住

宅居住者世帯においては 29.5％であり、遊牧民世帯

の方が大家族で構成されている傾向がみられる。こ

れは、遊牧生活において放牧・搾乳等の多くの日常

的な作業を家族で分担し協力して行っていること等

が反映しているためと考えられる。 

年齢構成に関して、平均年齢では、遊牧民が 48.1

歳、集合住宅居住者では 40.3 歳となっており、約 8

歳の差がみられる。特に 50 歳以上の割合に差異がみ

られ、集合住宅居住者に比べ遊牧民の年齢層が高い

傾向がみられる。尚、2006 年現在、モンゴルは 30 歳

未満の人口が総人口の 59.1％を占めると共に、モン

ゴル人の男女全体の平均寿命は 66.3 歳注 7）となって

いる。このことからも遊牧民の年齢層の高さが裏付

けられたと言えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２ 近隣の世帯との協同（働）について 

３．２．１ 近隣の世帯との付き合い（図 6） 

近隣の世帯との付き合いの状況に関しては、遊牧

民において「④ほとんど近隣の世帯を知らない」の

割合は 0％であり、「①親しくお付き合いをしている」

「②生活していく上で協力し合っている世帯があ

る」が約 82％を占めている。集合住宅居住者におい

ては「③顔見知り程度の世帯はある」が 33.0％で最

も割合が高く、次いで「④ほとんど近隣の世帯を知

らない」が 29.5％となっている。このことから、集

合住宅居住者に比べ遊牧民のほうが近隣世帯と密接

な関係性を持っていると言えよう。 

図 2  遊牧民アンケート調査・調査地 

図3  調査対象集合住宅〔BAYANGOL区TUMUR ZAM （第2号）地区〕

 調査地Ａ 

調査地Ｂ 

調査地

調査地Aの
概要

調査地

調査地Bの
概要

   Tuv aimak（県）,  Bayanchandamani sum（村）

ウランバートルから北西に約80ｋｍ離れた牧草地。調査対象とした遊牧民世帯が
暮らしている地域の近く（約200ｍ）には川が流れている。牧草地から数ｋｍ離れる
とウランバートルにつながる幹線道路が整備されており、比較的ウランバートルへ
のアクセスも良い。調査対象地点より20ｋｍ離れた場所にソム（村）の中心街区が
あり、日用品や食料品などが調達できる。

調査地 B

調査地 A

   Tuv aimak（県）,  Zuunmod sum（村）

ウランバートルから南西に約50ｋｍ離れた牧草地。調査対象とした遊牧民世帯が
共同で利用できる井戸が各世帯から約0.3ｋｍ～6km離れた場所に整備されてお
り、遊牧民及び家畜の飲み水や生活用水として利用されている。調査対象地点よ
り20ｋｍ離れた場所に日用品店や食料品店、病院などがあるソム（村）の中心街区
があり、おおよそのものはそこで調達することができる。
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図 4  家族構成 

図 5  年齢構成 
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調査対象地区の
概要

Bayangol区　Tumur Zam（第2号）地区

ウランバートルの都心部から南西に約2.5ｋｍに位置し、旧鉄道省に関係する施設
の多い地区である。周辺には大規模な病院があり、集合住宅が多く建ち並んでい
る。管理組合が役員16名で組織されており、年1回以上の総会が近隣の区役所の
会議室で行われている。

総敷地面積：16472.3㎡　　 総建築面積：2928.0㎡　　 総床面積：14640㎡

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２．２ 協同（働）活動の内容 

近隣の世帯同士での協同（働）活動の内容に関し

ては、遊牧民では家畜の世話（生殖・飼養、哺乳・

搾乳管理）、草原の手入れ（草原地の管理、家畜の飼

料となる草刈等）、フェルト作り、井戸の管理等、広

範囲に及ぶ。また、より親しく付き合いをしている

世帯では家事（病気の時の助け合い、子育ての協同

等）や宿営地の移動の協力も行っている。加えて、

日常生活の中での余暇活動（「テレビを見る」「酒を

飲む」「子どもの遊び」等）においても近隣の世帯同

士で互いのゲルを行き来しながら、密接な関わり合

いを有している。一方、集合住宅居住者では、清掃、

共用設備（階段室の照明、街灯等）の手入れ、集会・

会議が挙げられた。しかしながら、「参加したことが

ない」「どんな活動をしているか知らない」といった

意見も多く、居住者間の協同（働）活動は管理組合

の役員を中心とした一部の居住者で行われている傾

向がみられる。 

３．３ 現在の生活に対する継続意向及び継続理由 

３．３．１ 現在の生活に対する継続意向（図 7） 

継続意向に関しては、継続意向のある居住者注8）は

遊牧民の 89.1％、集合住宅居住者の 59.4％となって

おり、遊牧民・集合住宅居住者共に継続意向のある

居住者が多くなっている。また、この傾向は遊牧民

の方が強くみられる。 

３．３．２ 現在の生活に対する継続理由（図 8） 

継続意向のある居住者の継続理由に関しては、遊

牧民では「⑦経済的理由から」が 27.0％で最も割合

が高く、次いで「②親族が近くに住んでいるから」「④

現在の生活スタイルが気に入っているから」となっ

ている。集合住宅居住者においては、「⑧その他」が

45.3％で最も割合が高く、次いで「⑤周辺環境が良

いから」となっている。集合住宅居住者の「⑧その

他」では、現在の生活に対する継続理由として「立

地条件が良いから」「現在の住居が気に入っているか

ら」が多く挙げられた。 

遊牧民と集合住宅居住者を比較すると「④現在の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活スタイルが気に入っているから」において差異

が大きく、遊牧と定住という生活スタイルの違いが

反映していると言えよう。 

３．４ 生活環境評価（図 9） 

生活環境に関する項目（住居の広さ、設備・機能、

衛生・安全、暮らしやすさ、総合評価）に対する満

足度についてアンケート調査を行った。評価方法に

関しては，各項目の満足度を 5段階評価法注9）により

得点化し，各項目毎に平均得点を算出したものを評

価得点とした。 

遊牧民と集合住宅居住者を比較すると、遊牧民の

ほうが「設備・機能」を除く全ての項目で評価得点

が高くなっている。特に「広さ」「暮らしやすさ」の

項目において、遊牧民の評価得点が高くなっている。

遊牧民の「設備・機能」に関する評価の低さは移動

性を有する生活スタイルを反映して、インフラ整備

状況（水道・電気・トイレ等）の悪さが影響してい

ると考えられる。「広さ」に関しては、遊牧民の暮ら

す平均的なゲルの面積注10）よりも集合住宅の一戸当 
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図 6  近隣の世帯との付き合いの状況 

図 7  現在の生活に対する継続意向 

図 8  現在の生活に対する継続理由 

図 9  生活環境評価 
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たりの平均延床面積（約 55.5 ㎡）は大きいが、遊牧

民は概ねゲルを寝室・居室として使うもの、キッチ

ンとして使うものに分けて利用しており、加えて昼

間は周辺の広大な牧草地で牧畜作業を行うと共に、

牧草地は休息、子どもの遊び空間としても機能して

いるため、「広さ」に関する項目の評価が高くなった

と考えられる。 

３．５ 現在の生活への満足度（図 10） 

「①満足している」「②まあまあ満足している」を満

足層、「④やや不満を感じる」「⑤不満を感じる」を不

満足層とすると、遊牧民においては、満足層が78.7％、

不満足層が21.2％であり、集合住宅居住者においては、

満足層が56.1％、不満足層が32.9％である。 

遊牧民と集合住宅居住者を比較すると、遊牧民・

集合住宅居住者共に現在の生活に満足している傾向

がみられるが、遊牧民において満足度が高いことが

わかる。 

 

 

 

 

 

 

 

４． まとめ 

本稿では遊牧民及び集合住宅居住者の比較から、

遊牧民の生活体系と生活・コミュニティ意識の関係

性に関する基礎的知見を得た。 

要約すると以下のようである。 

１）遊牧民は近隣世帯とのコミュニティを育み、協

同（働）関係を持ちながら、生業である遊牧を営ん

でいる。また、家畜の世話、草原や共同井戸の管理・

手入れ、宿営地の移動のみならず、日常生活の中で

の家事（子育て等）や余暇活動においても近隣世帯

とのつながりがみられる。それは協同性を基礎とし

て多くの家畜を保有・管理し、それらから得る資源

を最大限に活用するための伝統的なコミュニティで

あり、相互扶助により生活を豊かにし、環境負荷の

少ない生活スタイルを構築している。 

２）遊牧民は現在の遊牧生活に対して高い継続意識

を有していると共に、生活環境に対する評価も「設

備・機能」以外は総体的に高い。遊牧民は住居とし

てのゲル空間のみならず、生活空間として自然・周

辺環境を活用しており、家族や近隣世帯と協同して

自然・周辺環境を良好に保ち、受け継ぐことにより、

生活環境を豊かに感じていると言えよう。それは、

高い生活環境への評価や満足度に反映されていると

共に、遊牧固有の生活スタイルを継続していく意識

の高さに表れていると言えよう。 

 
〈注釈〉 
注 1）参考文献 7）p193 による。 
注 2）ゾド（雪害）とは、冬の降雪により草が雪に埋もれて放牧が

困難になることで、雪がなくて温度が低いだけの凍害もゾドと
呼ばれている。ガン（干害）とは、夏の降雨量が少なく、草が
育たないことである。 

注 3）ウランバートル市の人口増加率は 1990 年から 2004 年の約 15
年間で約 161％に上り、現在も急激に増加している。 

注 4）2001 年春に策定された「首都ウランバートル市 2020 年都市開
発総合計画」では集合住宅地区とゲル地区の居住世帯比率は
82％と 18％が目標として掲げられている。2007年現在では52％
と 48％である。 

注5）自然環境への環境負荷が極めて少ない資源循環型の生活体系。 
注 6）2006 年の統計によると、モンゴルの平均家族人数は 4.1 人と

なっている。（参考文献 1）による） 
注7）2006年の統計によると、モンゴル人の平均寿命は男性62.6歳、

女性 69.4 歳である。（参考文献 1）による） 
尚、本稿の回答者の属性は遊牧民の約 95％、集合住宅居住者の
約 85％が男性である。 

注 8）「①現状を維持し、続けていきたい」「②少々改善したいこと
はあるが続けていきたい」「③現在の生活を続けるしかない」と
答えた居住者を継続意向のある居住者、「④転居する予定があ
る」「⑤当分の間転居するつもりはないが、将来移りたい」と答
えた居住者を継続意向のない居住者としている。 

注 9）「満足」を 5 点とし，それぞれ「まあ満足」を 4 点，「普通」
を 3点，「多少不満」を 2点，「不満」を 1点として算出した。 

注 10）2006 年 8月に行った現地調査（実測調査）により、遊牧民が
寝室・居室用に利用している平均的なゲルの大きさは約 28㎡（5
壁型ゲル）である。遊牧民は外壁の数でゲルの大きさを決めて
おり、寝室・居室空間には 5 壁型ゲル、キッチン・倉庫等に利
用する場合には 4壁型ゲル（約 10～14 ㎡）を利用している事例
が多くみられた。 
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図 10  現在の生活への満足度 




